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総合演習の研究（その3）
一実践的指導力の基礎の育成を志向して一
生野金三
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1はじめに
平成9年に教育職員養成審議会は、「新たな時代に向けた教員養成の改
善方策にっいて」の第一次答申を発表した。その中の「教員に求められ
る資質能力と教職課程の役割」の項には、子供達に「生きる力」を育む
教育を授ける観点より、今後特に教員に求められる資質能力の具体例と
して「地球的視野に立って行動するための資質能力」を指摘する。それ
をめぐっては、「①時代の要請を踏まえた改善を図る」という項のもと
に、人間尊重、人権尊重の精神はもとより、地球環境、異文化理解など
人類に共通するテーマや少子・高齢化と福祉、家族のテーマについて、
教員を志願する者の理解を深めその視野を広げるとともに、これら諸課
題に係る内容に関し適切に指導することができるようにするため、「教職
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に関する科目」として新たに「総合演習」を設ける必要がある。（1）とし
ている。ここでは、教員に求められている資質能力との関わりより教職
課程の教育内容に「総合学習」の新設を提言している。そして、「総合
演習」の具体的方途として、人類共通のテーマや我が国社会の全体に関
するテーマ等のうちいくつかについて選択的にテーマを設定した上で、
ディスカッション等を中心に演習形式の授業を行うものとしている。そ
の授業の方法をめぐっては、実施の見学・参加や調査等を取り入れるな
どして教員を志願する者が現実の社会の状況を適切に理解できるよう必
要な工夫を凝らすことや、幼児・児童・生徒への指導という観点から指
導案や教材を試行的に作成したり模擬授業を実施すること（2）と指摘す
る。ここにおいては、新設「総合演習」のあり様をめぐって、まず実地
の見学・参加等の体験的学習を導入して、教師を志願する者の理解をよ
り深めるような授業を組織することの重要性を指摘している。次いで、
指導という観点から指導案の作成、模擬授業に実施等とあることより、
発達段階に応じていかに教えたらよいかについて教員を志願する者に自
ら思索させるような授業を組織することの重要性を指摘している。前者
においては、人類に共通するテーマに等について教員を志願する者の理
解を深めその視野を広げるために体験的活動を導入して主体的に課題を
解決するという課題解決的能力を図る観点より授業方法を適切に工夫す
ることを示唆しているといえよう。一方、後者においては、「発達段階に
応じていかに教えたらよいか」ということより将来実践の場で柔軟に活
用できる資質能力の育成を図る観点より実践的指導力の基礎を強固にす
る授業方法の抜本的な改革を図ることを示唆しているといえよう。
このような背景には、大学の教職課程の教育内容をめぐって、教員に
対する社会的要請と教職課程の教育内容の実態との乖離、教科の専門性
の過度の重視、教科指導をはじめとする教職の専門性の軽視、体系的な
教育の欠如等の不十分な教育内容・方法等の問題点が指摘されているた
めである。
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以上のことを踏まえ、本研究では総合演習のあり様について探ること
を目的とする。前述のごとく「総合演習」においては、教員を志願する
者の実践的指導力の養成が課題となるが、ここでは特に模擬授業を通し
てそのあり様を探ることにする。総合演習における模擬授業をめぐって
は、「総合的な学習の時間」において取り扱う内容を念頭に置くとき、課
題発見より課題探究、そして解決に至るまでの課題解決能力に視点を当
て、受講者である学生にその力量を体得せしめることが重要である。本
研究においては課題発見の諸様相を中核に据えて論を展開する。課題発
見の諸様相をめぐっては、全体の共通テーマのもとにグループでいかに
それを焦点化しているかという課題発見の流れを模擬授業によって実施
し、それを基に実践的指導力（力量）について触れることにする。
II総合演習における模擬授業
1模擬授業の基本的な考え方
総合演習において模擬授業を導入することは、前述のごとく教育職員
養成審議会の答申においても重要視されている。その形態や展開の方途
は多岐に亘っている。本研究では、受講者である学生を児童に見立てて
授業を行うことにした。学生は、授業設計の過程において単元の研究、
教材の研究、指導の研究等の基本理念を学び、その上に立って学習指導
案作りを行って、そして学習者の実態把握の必要性を学んでいる。した
がって、実際の学習指導の場では、その立場を認識しながら指導に臨む
ことになる。そして、指導者は教材研究の段階における教材の解釈等が
学習者に受け入れられたか否かを確認できるのである。斯様なことが教
員に求められる資質能力の育成、すなわち実践的指導力の基礎の育成に
繋がっていくものと考える。
「総合演習」におけるは模擬授業の実施に向けては、個々人、あるい
はグループで同時進行で作業を行い、模擬授業までの間に学習指導案、
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ワークシート、板書計画、発問計画、小道具等を作成し、それについて
検討する機会（授業者に学習指導案にしたがって学習指導の展開の様相
を板書事項を掲げさせながら説明を加えさせ、それを基に検討一生野が
指導）を設けた。その後検討会での指摘を基に、授業者には再度学習指
導案を修正し、それにしたがって模擬授業を行うための諸準備を行うよ
うに指示した。
2総合演習における授業設計力と授業実践力
授業は授業者による創造的な活動であったり、科学的創造であった
り、更には芸術的創造であったりと様々な性格を有していると言及され
ている。それ故に、授業には質の差が存在する。その質であるが、それ
を受ける児童の質（立場）にも依存していることは言うまでもないが、
児童の質の違いにどれだけ対応した授業であるかという点では授業者の
質によると言わざるを得ない。このような把握の観点より「綜合演習」
では、授業に関して受講者である学生の豊かな理解を促し、授業者とし
ての実践的指導力の基礎の育成を志向し、授業を行う授業者（指導者）
の立場より授業設計力と実践力について触れた。
（1）授業を行う授業者（指導者）の立場
これは、授業設計（単元の研究、指導の研究）から授業の実施までを
自ら授業者として体験を経ることによって授業の見方や考え方を含んだ
授業の実践的指導力を構築しようとする立場である。以下に、「綜合演
習」の授業で授業設計より授業の実施直前までの過程についてどのよう
な内容を取り扱ったが、その概要を述べる。
まず、授業設計の中の「指導の研究」の例を掲げる。
①指導の研究
単元の研究は、現場の研究としては、総て指導の研究を視野に入れた
言わば基礎作業であるといってよいであろう。この指導の研究について
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は、まず学習指導案（本時案）を配布し、それにしたがって学習指導を
展開する際、予め準備しておく必要性があると考えられる発問事項（計
画）、板書事項（計画）、作業用のプリント等を提示しながら、学習指導
案（本時案）の作成のポイントを解説した。
以下、その解説に用いた学習指導案を掲げる。
〈本時案〉
●単元食べ方の習慣より人間の文化を考えよう。
●単元の目標
・人間の食事の仕方や食べ方の決まりについて興味や関心を持ち、自分
が調べたい課題に積極的に取り組もうとする。（A）
・課題解決に向けてのよりよい調べ学習を見付け、調べた事柄を多彩な
表現方法で分かり易く整理することができる。（B）
・食事の仕方や食べ方の決まりは、民族や時代という文化によって異な
ることに気付き、そこには合理性が存在することを理解する。（C）
●準備目当ての短冊、ワークシート、資料（インドの日常の食事風景
を記した文章）、挿絵（インドの日常の食事風景）
●実際（本時案は2時間取扱いで、第2時の展開）
過程
導入
主な学習活動
1学習問題を確認する。
インドの人の食べ方と日
本人の食べ方とを比較し、
違いや共通点を考えよう。
2学習の方法を知る。
教師の支援と評価
・前時の学習内容を基に本時の
学習問題を確認させる。
・学習問題を記した短冊を提示
し、それをワークシートに書
かせることに、課題解決への
意識を高めさせる。
・前時に学習したことを基に、
まずインドの食事の仕方の特
徴を探り、次いでそれと日本
人の食事の仕方と対比する学
習であることを確認させる。
一5一
生野金三
展開
3インドの食事の仕方の特徴
を考え、発表する。
（1）ワークシートにまとめる。
（インドの食事の仕方）
特徴 理由も
例として
（手食）（宗教上の理由）
（2）まとめたものを発表する。
○手食一インドでの伝統的な
食事の仕方
・食器や食具を使用しない。
Oバナナの葉の使用一衛生上
の理由・殺菌作用・使い捨て（以下
略す。）
・資料（インドの人の日常の
食事風景を記した文章）を基
に、インドの食事の仕方の特
徴をワークシートに整理させ
る。
・インドでの伝統的な食事であ
る手食は、どのような理由よ
り行われているかを話し合わ
せる。そして、それは宗教上
の理由によるものであること
に気付かせる。
・バナナの葉を使用する理由を
発表させる。
※手食の理由を考えることがで
きる。
（生野の作成）（2005年9月）
※評価項目
この本時案は、多田俊文「綜合学習『食として人間を学ぶ』のカリキュ
ラムの開発研究」に掲載されているものを基に、生野が作成したもので
ある。この「本時案」について解説した内容を簡約する。
〈解説〉
【●「単元の目標」について……単元は、学習者に体得させる学習内容
や学習活動の一まとまりの単位のことである。ここでは、単元が内部的
に目指す内容価値を目標とする内容目標と単元が内部的に目指す能力価
値を目標とする能力目標との両者を列挙している。前者の内容目標に相
当するのは、思考や判断、知識や理解に関する内容を掲げているCで、
一方後者の能力目標に相当するのは、関心、意欲、態度等を掲げている
Aと技能や表現等を掲げているBの両者である。
●「準備」にっいて……目標を達成するために必要な教材や教具を具体
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的に掲げる。
●「実際」について……表の形式で、本時の学習の全体像がより明確に
分かるように述べる。「過程」は、問題解決の過程に即して述べる場合も
あるが、一般的には導入→展開→終末の三段階で述べる。「時間」は、活
動の節目に入れる。「主な学習活動」の部分では、目標に迫る順序を過程
に沿って、児童の活動を述べる。その際、学習の方法や形態も合わせて
述べる。「教師の支援と評価」の部分では、学習活動について指導上、特
に注意する点や思考活動を誘発するための教師の具体的な働き掛け等を
述べる。また、準備する教材や教具等の利用についての留意点も述べる。
換言すれば、学習活動の流れに沿って、それぞれの活動において教師が
どのように支援を行っていくかを述べる。評価をめぐっては、例えば※
のように評価項目を位置付けておく。
この「本時案」についての解説を基に実際の授業を行うに当たって
は、主たる発言・発間計画（具体例を提示して）を考えたり、そして板
書計画を立てたり、更に児童の学習を支援するワークシートを作成した
りしておく必要がある。授業は教師の発問を中核として展開され、特に
教師の発問が授業の成否を決める鍵であると言及されている。授業にお
ける教師の発言の仕方は、一つの教育技術として重要視されている。次
の板書であるが、それは教育機器の発達した現在においても、教室で行
われる授業においては極めて重要な視覚メディアである。例えば、発言
や発問の要点を学習の流れにしたがって板書することで、学習活動の道
筋が記録され、またそれは授業の整理の段階で学習を振り返り、重要事
項を確認することにも役立つのである。今一つのワークシートである
が、それは個々人の活動を意識的に行わせ、そして個に応じてその能力
を発揮させるものである。また、児童がまとめたワークシートは、その
後の学習の場で個々の学習を全体の場に生かし、相互啓発し合うものと
なる。このワークシートは教師にとっても授業を展開していく上でも有
効な資料となり得る。教師がワークシートによって個々の学習の実態を
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把握することができれば、それは個別指導や次の学習の方向や手順を考
察する際の重要な資料となり得るからである。】
学習指導案（本時案）の「単元の目標」「準備」「実際」等の内容にっ
いて解説を行い、そして実際の指導に当たっては発言や発問を検討して
おくこと、板書計画を立てておくこと、ワークシートを作成しておくこ
と等について触れた。こうしたことによって受講生である学生は、実際
の授業を行う際には指導の研究を綿密にしておくことの必要性に気付く
であろう。
皿総合演習の実践展開
1課題探究過程の様相
総合演習においては、先に教員を志願する者の課題解決能力を育成す
ることが重要であるとした。このような能力の育成に当たっては、まず
その様相を受講者である学生に知らしめることである。以下に、解説に
用いた「課題発見」の場面、「課題探究」の場面、「整理・発表」の場面
等（資料を提示して）を掲げ、それについて簡約する。
〈資料〉
1「課題発見」の場面〔・学習計画・構想メモ・ウェビング
カード・KJ法カード・学習方法・意見（教師）等〕
2「課題探求」の場面〔・取材カード・観察カード・制作カー
ド・評価カード・意見（教師）等・メモカード〕
3「整理・発表」の場面〔・作品・小論文・新聞・紙芝居
・ブックトーク・写真・学習指導案・反省カード・評価
カード・意見（教師）等〕
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〈解説＞
【●1の「課題発見」場面について……ここでは、共通の課題（例「自
国文化理解」）にしたがって個々人が探究する課題、つまり個人的関心事
を整理する。その方法としては、ウェビング法やKJ法等がある。個々
人の探究課題として焦点化していく際には、とりわけ関心のあること、
問題としていること、必要なこと等は何であるかをリストアップしてい
くことである。そして、リストアップした内容は、自分にとって探究が
可能か否か、価値が存在するか否か等も考えておくとよい。なお、「課題
発見」場面の欄にいくつかの項目を掲げたが、常にこれらのことを念頭
に置きながら課題発見に着手して欲しい。
以下のマッピングは、「自国文化理解」（課題）をめぐって、KJ法に
よって整理した内容の一端である。
・、謝羅鯉癖翻繭、2
飯事綾取り鬼ごっこヨーヨー
ふすま
畳
七五三
『自国文化理解』 雛囎編麟欝撫灘
俳旬漢字
米パン箸梅干刺身
2の「課題探究」場面と3の「整理・発表」場面は略す。
以上は、課題発見の段階における特色である。】
2課題発見の方法
課題発見の方法を受講者である学生に知らしめておくことの重要性を
めぐっては、教育職員養成審議会の答申と「総合的な学習の時問」（小
学校・中学校・高等学校）のねらい、具体的な学習活動等の部分におい
て認めることができる。大学における「総合演習」は教育現場で行われ
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ている「総合的な学習の時間」諸様相を視野に入れ取り扱うことによっ
て、教員を志願する者の意識が高揚し、同時に主体的な学習が展開され
るであろう。
以上のことに鑑み、課題発見の重要性について触れてみる。教育職員
養成審議会の答申においては、教員を志願する者の課題解決能力の育成
を図る観点より授業方法を適切に工夫する必要があるとする。ここに課
題解決能力の育成とあるが、それに当たっては、まずもって受講者であ
る学生が自ら課題を発見するように誘っていくことである。一方、後者
の「総合的な学習の時間」においては、「児童生徒の興味・関心等に基づ
く学習などを通じて、自ら課題を見付け」「児童生徒が主体的に設定した
課題にっいて」と自ら課題を発見することの重要性を指摘している。斯
様なことより学習においては課題設定がいかに重要であるかが分かるの
である。このことは、自ら発見した課題であれば、個々人が自ら学び、
自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力の育成
に結び付くことを念頭に置くとき、論を侯たない。
以下、「課題発見の方法」をめぐって解説した内容を掲げる。
〈解説〉
【課題発見の方法としては、KJ法やウェビング法等があるとしたが、
以下においてはKJ法によって課題を焦点化していく方法を掲げてみる。
KJ法は、ある課題に関する心の働きをカード化し、そのカードの内
容の質を整理し、全体を構造化して把握する方法である。言わば、ボト
ムアップ的に整理する方法である。前述したようにウェビング法は、課
題に関する認識の広がりを想定しながら「くもの巣」のようにその内容
を張り巡らせ、その図を基に課題を焦点化していく方法である。
先に掲げたマッピングは、「自国文化理解」（課題）をめぐって、KJ
法によって整理した内容の一端である。その具体的手順は、概ね（1）
（2）（3）の通りである。
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（1）まず、受講者である学生の課題「自国文化」に関する心の働き
（関心のあること、問題としていること、必要なこと等）を個々
でカード（縦7cm×横15cm程度の）にマジックで記す。
（2）そして、それを予め黒板に貼付された「自国文化理解」（カー
ド）の周りによく考えて貼付する。
（3）貼付後、皆で検討を加え、内容のまとまり毎に見出しを付け
る。】
3模擬授業を導入した課題発見の実践
課題発見の方法について触れたが、これを踏まえて受講生である学生
が、如何に課題を発見したか（グループ毎に）その具体的様相を以下に
掲げる（受講生の「「総合演習』のポートフォリオ」より抜粋）。まず、
受講者である学生の模擬授業（課題発見をめぐって）の準備状況につい
て触れる。
〈学習指導案〉
第5学年総合的な学習の学習指導案
指導者 T・T・F1単元
課題発見について知ろう。
2本時
（1）目標課題発見の流れについて知り、課題発見の方法の一つで
あるKJ法の仕方を理解することができる。
（2）準備ワークシート、短冊
（3）実際
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過程 主な学習活動 時間 教師の支援
導入 1学習内容を確認する。 5分 ・課題発見の方法を説明
し、KJ法について興味
を持たせる。
2今日の目当てを確認す ・目当ての短冊を学習者に
る。 提示し、それを読ませる
課題発見の方法を考えよう。 ことによって本時の目当
てを確認させる。
展開 3課題発見の方法をKJ35分・短冊を提示することに
法によって知る。 よってKJ法を視覚的に
（1）KJ法の名前の由来 捉えさせる。
・川喜多二郎のイニ
シャルからKJ法と
名付けられた。
4KJ法の手順を確認す ・ワークシートを利用し
る。 て、実際の手順に沿って
（1）KJ法の手順 作業することにより、理
①テーマについて思 解を深めさせる。
いついたものをカー ・短冊を提示し、視覚的に
ドに書き出す。 捉えさせる。
②集まったカードを
分類し、そのグルー
プに見出しを付け
る。
③グループ分けされ
たカードを一枚の大
きな紙の上に配置
し、図解を作成する。
④内容全体を文章化
する。
（2）自国文化のテーマに ・机間指導をし、何人かの
ついて．思いついたこと 学習者に発表させる。
をワークシートに書 ・発表した内容を板書する
き、発表する。 ことによって、KJ法に
・着物・浴衣 ついて興味や関心を高め
・習字・生け花 させる。
（3）思いついたことを分 ・机間指導によって助言を
類し、それぞれのグ し、分類させ、見出しを
ループに見出しを付け、 付けさせる。
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ワークシートに書き、
発表する。
（例）
・何人かに発表させる。
・見出しを付けたものを
ワークシートの表に書か
せる。
・実際に作成したKJ法完
成図を提示し、その過程
を説明することによって
課題発見の方法を理解さ
せる。
衣類 習い事
・着物
・浴衣
・生け花
・習字
（4）グループ分けし、
カードをワークシート
の表に書き込む。
5課題発見の完成図を見
ながらその過程の話を聞
く。
終末 6課題発見についてまと
める。
5分 ・KJ法についての感想
等を書かせることによっ
て、課題を発見すること
の必要性等に気付かせる。
＜ワークシート〉
???????????
自国文化
《?????》????ー????????（?） ????っ??ー?????、????。﹇?????ー????? ー?
???????。
を1日
姦
璽
饒
磐
??????ー????（???）? ??ー??????
????????（）??… ? ー ? ? ???????、? ー ??、 ー ? 、 ?? ???。? ? ????ャ っ ? 。
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〈板書計画〉
???????????
食べ物
納豆
寿司
自国文化
???﹇????ー???????ー???????????????? 。「「」
《 ???》（????ー??? ?????????ー??????。（?）?????っ ー 、 ー????（???）????。 ?????? ?????? … ー ???????（?ー??）?、ー （ ） ー ? ?、? ?。??? ? ャ ? っ? 。
以上は、受講者である学生が模擬授業を行うに当たって作成した「学
習指導案」「ワークシート」「板書計画」等である。次いで、模擬授業の
逐語記録を掲げ、それを基に受講者である学生が授業を設計する力や授
業を実践するカ（これらは実践的指導力の中核となる内容である。）に如
何に気付いているか考察を加える。
〈模擬授業の逐語記録〉
Tこれから、課題発見について説明します。課題発見の方法としては、
KJ法やウェビング法等がありますが、今日はKJ法にっいて説明し
たいと思います。
Tまず、今日の学習の目当てです。（板書）皆さんで読んでみましょう。
さんはい。
CKJ法にっいて知ろう。
Tはい、上手に読めましたね。
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Tでは、KJ法について説明します。プリントを見てください。KJ法
とは、あるテーマに関する心の働きをカード化し、そのカードを整理
し、グループ分けし、全体を把握する方法です。ワークシートのあい
ているところを埋めてみて下さい。
C（あいているところに書く。）
Tでは、皆さんで読んでみましょう。さんはい。
Cあるテーマに関する心の働きをカード化し、そのカードを整理し、グ
ループ分けし、全体を把握する方法。
Tはい。そうですね。よく読めました。名前のKJとは、KJ法を考え
出した川喜田二郎さんのイニシャルをとって付けられました。（短冊）
丁次に、KJ法の手順について説明したいと思います。まず始めにあ
るテーマについて思いついたことを個々人でカードに書き出します。
（短冊）皆さんで自国文化をテーマとして考えてみましょう。例えば、
日本の伝統的な食べ物で納豆や寿司がありますね。このように思い浮
かぶ自国文化を六つ挙げてみましょう。プリントに書いてみてくださ
い。何人かに発表してもらいます。
C（自国文化にっいて考える。）
丁今、皆さんが考えた自国文化を何人か人に発表してもらいます。Oさ
んお願いします。（板書）
C縁日。
Tそうですね。日本の祭りには縁日が欠かせませんね。もう一人聞いて
みましょう。○さんお願いします。（板書）
C相撲。
Tそうですね。今の相撲界はとても話題になっていますよね。
丁次に、今皆さんが挙げたカードを何人かで集まって分類し、そのグ
ループに見出しを付けます。（短冊）今回は、手順の説明なので、個々
人の作業にします。例えば、1番の作業で挙げられた納豆や寿司は食
べ物なので、見出しは、食べ物にします。（短冊）このように皆さんが
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挙げた自国文化より思い描いた内容に見出しを付けてみてください。
今回は個人の作業なので、一つのカードでも見出しを付けてください。
C（見出しを付ける。）
T（カードに書いてもらう。）
丁何人かの人に見出しを付けてもらいました。（短冊）書いた人は発表
してください。
Cひな祭り、端午の節旬で見出しを行事と付けました。
Tそうですね。ひな祭りも端午の節旬も日本にとって大切な行事です
ね。
丁次に、グループ化されたカードを一枚の大きな紙の上に配置し、図解
するための資料を作成します。また、カードやグループ間の関係を示
したい時は、それらの間に関係線を引くこともあります。例えば、カー
ドの中に箸が出されたとします。箸は食べられないので、食べ物の見
出しには、入りませんね。そこで、箸の見出しを道具として、このよ
うに配置します。
T（黒板で説明）
丁最後に、内容全体を文章化します。そこで、実際私たちが作成した自
国文化にっいて発表したいと思います。
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〈模造紙で掲げた内容〉（図示）
建築様式
障子たたみ・こたつ
宗教
??
花
??
習い事
そろばん・華道
書道・茶道
自国文化
食べ物
刺身・納豆・寿司
そば・うどん・茶
天ぷら・味噌汁
衣類
??? 楽器
琴
三味線
遊び
折り紙
かるた
スポーツ
???
丁私たち6人は「自国文化」について検討し、課題発見の成果をこの
ように模造紙にまとめました。それでは、課題発見の過程を説明して
いきます。その方法として、私たちはKJ法を用いました。まず、自
国文化をテーマに一人五個ずつアイデアを出して、カードに書きまし
た。次に、そのカードを模造紙に並べ、テーマごとにまとめました。
更に、そのテーマに見出しを考え、その結果、建築様式・宗教・花・
習い事・食べ物・衣類・楽器・遊び・スポーツの九つのグループがで
きました。それでは九つのグループについて説明します。
まず、一つ目の建築様式のグループでは、障子・たたみ・こたつが
挙がりました。昔は多くの住宅で使用されていたものですが、現在の
住宅は洋風化が進み少なくなりました。二つ目の宗教のグループで
は、寺・神社が挙がりました。寺は墓参りのときに行き、神社は初詣
でよく行きます。三つ目の花のグループでは、梅・桜が挙がりました。
梅も桜も春に咲く花で、花見の時に桜は楽しまれています。四つ目の
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習い事のグループでは、そろばん・華道・書道・茶道が挙がりまし
た。茶道・華道は昔の女性の花嫁修業として行われていましたが、今
は失われつつあります。五つ目の食べ物のグループでは、刺身・納豆・
寿司・そば・うどん・茶・天ぷら・味噌汁が挙がりました。どれも日
本人に親しまれており、私達の食生活に欠かせないものになっていま
す。六つ目の衣類のグループでは、浴衣・和服が挙がりました。浴衣
は、夏祭りの時に着たり、和服は結婚式や成人式などの大事な行事で
着たりします。七つ目の楽器のグループでは、琴・三味線が挙がりま
した。どちらも弦でできており、祭りや歌舞伎、民謡などで多く使わ
れています。八つ目の遊びのグループでは、折り紙・かるたが挙がり
ました。かるたは、よくお正月のときに楽しまれます。最後に九つ目
のスポーツのグループでは、相撲・柔道が挙がりました。最近の相撲
界では朝青龍や白鵬などのモンゴル人が活躍しています。それだけ、
相撲は外国でも親しまれるものになっています。この活動を通して、
自国文化を見つめ直すことができました。今の日本の生活は、洋風の
ものが多く取り入れられ、日本の文化に接する機会が少なくなってき
ます。これから私達はこのような自国文化を大切にし、守っていかな
ければならないと思います。と同時にこれを他の国の人々や次の世代
に親しまれるように伝えていくべきだと思いました。
丁以上が模造紙にまとめた内容の説明です。このようなことを改めて見
てみますと、普段何気なく見ているものの中には、多種多様の日本の
文化が存在していることに気付きます。私たちの自国文化に対するイ
メージは、このようなものでした。みなさんもこれを基に作成しみて
ください。
Tでは、今日の学習の感想をワークシートに書いてください。
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〈課題発見をすることの必要性〉
KJ法を用いた模擬授業の実践を試みて、受講者である学生からみた
課題発見の必要性、課題発見の順序を学ぶことの重要性等に対する考え
をまとめた。
〈受講者の感想〉
自ら課題を発見し、それをカード化することで、達成感や、他の人が
見つけることのできないものを発見しようと意欲がわくと思った。自ら
思いついたものを書き出すことはできるけれど、それを上手くまとめる
ことが難しいので、順序を学ぶことで内容全体を把握しやすいと思っ
た。（学生E）
自分自身で課題を発見することは、自分の興味・関心があることにつ
いて学ぶことができるのでとても良いと思った（学生U）
課題を発見することで、自分は何を学びたいのか、何を調べたいのか
が明確になり、学習しやすくなると思う。（学生U）
自分自身で課題を発見することは、自分の興味・関心があることにつ
いて学ぶことができるので、とても良いと思った。これなら、テーマに
ついてより深く学びたいと感じると思うので、自ら学ぶ力が身にっくの
ではないかと思った。（学生U）
個人個人で課題を発見しようとすることで、自分が興味・関心をもっ
ていることは何であるのか明確にすることができるし、KJ法のような
手順で、内容を整理していくことで、自分が知りたいことや調べたいこ
とが何か見えてくるので、自ら学ぼうとする意欲がわいてきて良いと
思った。私が中学生・高校生の頃は、このような方法を知らず、総合的
な学習の時間にとても苦労しました。KJ法などを知っていたら、もっ
と有効に時間を使えたのにと思ρた。（学生A）
テーマやそのテーマから連想するキーワードなど先生が全て決めて学
習させるのではなく、学習者自身が自らテーマに沿ったキーワードを
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ピックアップし、それらをグループ内の話合いの中で出し合い、グルー
プで協力して発展させていく形式の授業は、自ら発見し学ぶという力を
育てられるだろうと思った。（学生1）
課題発見をすることで、普段身近にあるものなのに、子どもたちがあ
まり興味・関心がなかったことでも改めて感じることができ、子どもた
ちの物事に関する興味・関心がわいてくると思った。また、自ら課題を
発見していくようになると思った。そうすることで、子どもたちから満
足感や達成感というものが感じられると思った。（学生U）
〈授業者の感想〉
今回の模擬授業を通して、授業設計力と授業実践力の二者の重要性を
感じた。
前者の授業設計力にっいては、学習者に何を学ばせたいのか授業者が
明確な意図を持ち、学習者主体のものとなるよう工夫しなければならな
いと感じた。具体的には、課題発見の流れに沿って小さな課題を設け、
作業を行いながら課題発見の手順を体得できるよう配慮することが挙げ
られる。また、予め板書計画、発問計画を作成することや短冊、ワーク
シートなどを用意することによって、学習者が課題に対して意欲的に取
り組むことができると考えられる。更に、模造紙に表した課題発見の成
果を提示し視覚的に捉えさせることによって、その他課題発見の手順を
次時の学習に活かせると感じた。
一方、後者の授業実践力については、予め用意した板書計画や発問計
画に沿いながらも、学習者の実態に即して授業をより良く展開していく
力が重要であると改めて気付くことが出来た。今回は、TTによる授業
だったため机間指導を十分に行い、各手順において課題発見に対する学
習者の理解度を把握することが出来た。今回の授業に限らず、学習者が
主体となる授業においては一人一人に目を向けた教師の支援が必要とな
る。それによって、自ら学び、自ら考える姿勢が養われていくだろう。
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これまで述べてきたように学習者主体の授業を展開するためには授業設
計力と授業実践力の両者が必要不可欠である。
IVまとめ
上記の感想を一覧するとき、学生は授業を設計する力や授業を実施す
る力等の一端を指摘し、そのような力量を教師は身に付けておく必要が
あるとする。ある学生は「児童の立場」に「教師の立場」を重ねながら、
一一方ある学生は「教師の立場」に「児童の立場」を重ねながらそれぞれ
模擬授業を捉えている。それぞれの学生は、異なった立場で感想を記し
ているものの、いずれも二者の立場を重ねながら感想を述べている。そ
の折には、いずれも「観察者の立場」に立っていると考えられる。この
ように模擬授業においては立場を重ね合わせるという体験が可能にな
り、それは教える立場と学ぶ立場の視点で授業を見ることになる故、「授
業を見る目」が育ち、延いては実践的指導力の基盤の育成が期待できる
のである。
【注】
（1）日本教職員組合『教育評論』編集委員会（『教育評論通巻60号5』所収）p．35
（2）同上書p．35
（本学教育学部教授）
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